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芳
賀
・
宇
都
宮
に
新
し
い
公
共
交
通

と
し
て
、
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
L
R
T
が
来
年
開
通
予
定
で

す
。

　

車
両
愛
称
も
「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
に

決
定
し
、
現
在
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

車
体
番
号
の
「
H
U
3
0
1
」
の
H
U

は
芳
賀
、
宇
都
宮
の
頭
文
字
で
す
。

　

L
R
T

と
は
、
「
L
i
g
h
t 

R
a
i
l 

T
r
a
n
s
i
t
（
ラ
イ
ト
・

レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）」
の
略
で
、

従
来
の
路
面
電
車
と
比
べ
、
デ
ザ
イ
ン

性
に
優
れ
、
車
両
は
乗
り
降
り
し
や
す

い
低
床
式
で
、
騒
音
や
振
動
も
少
な
い

な
ど
の
特
徴
を
備
え
た
、
人
や
環
境
に

優
し
い
乗
り
物
で
す
。

　

運
賃
は
１
５
０
円
～
４
０
０
円
、
運

行
間
隔
は
ピ
ー
ク
時
で
約
６
分
間
隔
、

日
中
も
約
10
分
間
隔
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

交
通
の
利
便
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
芳
賀
町
へ
の
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
産
業
、
経

済
活
動
の
活
性
化
や
、
定
住
人
口
、
交

流
人
口
の
増
加
な
ど
、
町
の
魅
力
を
高

め
、
ま
ち
づ
く
り
に
多
く
の
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
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第
10
回
通
常
総
会
開
催

役
員
功
労
者
表
彰

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
第
10
回

通
常
総
会
を
6
月
8
日
「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
静
風
」
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
本

年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
来
賓
に
真
岡
税
務
署
署
長
を
は
じ
め

真
岡
商
工
会
議
所
会
頭
、
関
東
信
越
税
理

士
会
真
岡
支
部
長
、
郡
内
各
商
工
会
会
長
、

受
託
保
険
会
社
な
ど
、
多
数
の
ご
来
賓
の

方
々
の
ご
臨
席
と
、
役
員
・
会
員
の
皆
様

合
わ
せ
て
65
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
委
任
状
を
含
め
出
席
者
総
数

が
６
１
２
名
で
過
半
数
を
超
え
、
本
総
会

及
び
議
決
は
す
べ
て
適
法
に
成
立
す
る
旨

を
報
告
し
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
諸
伏
会

長
が
議
長
を
務
め
議
事
進
行
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
の
令
和
３
年
度
事
業
報
告

書
並
び
に
第
２
号
議
案
、
令
和
３
年
度
収

支
決
算
書
承
認
の
件
を
、
一
括
上
程
し
、

慎
重
審
議
の
末
、
提
出
２
議
案
は
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
が
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
に
よ

る
「
租
税
教
室
」「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
予
定
通

り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
人
会
活
動
の
基
盤
で
あ
る
組

織
の
拡
大
は
、
役
員
・
金
融
機
関
・
受
託

保
険
会
社
の
協
力
を
得
て
新
規
会
員
獲
得

を
推
進
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

あ
ま
り
成
果
を
得
ら
れ
ず
、
休
廃
業
等
に

よ
る
、
退
会
社
が
多
か
っ
た
為
、
加
入
率

は
、
前
年
比
で
、
1
.
4
％
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
会
費
収
入
は
本
年
度
も
減
収
と
な
っ

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、「
法
人
会
の
福
利
厚

生
制
度
で
あ
る
受
託
保
険
会
社
３
社
に
よ

る
収
入
（
助
成
金
）
は
本
年
度
も
微
減
で

あ
っ
た
が
、
法
人
会
の
財
政
面
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
為
、
次
年
度
も
財
源
確
保

に
向
け
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
事
務
局
よ
り
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
社
団
化
10
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
会
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し

た
通
り
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
理
事
会
承
認
事
項
で
あ
る
令

和
４
年
度
事
業
計
画
書
並
び
に
収
支
予
算

書
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
議
事
終
了
後

に
は
、
法
人
会
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
が

行
わ
れ
令
和
３
年
度
に
福
利
厚
生
制
度
の

加
入
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
法
人

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
真
岡
法
人
会
長
表
彰
】

鱒
淵　

雄
史
殿
（
大
同
生
命
推
進
員
）

古
久
保　

成
昭
殿
（
A
I
G
損
害
保
険

推
進
員
）

足
利
不
動
産
㈱
殿（
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理
店
）

　

令
和
４
年
６
月
２
１
日
「
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
（
一

社
）
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
第
１
０
回
通

常
総
会
の
席
上
、
長
年
に
渡
り
法
人
会
活

動
に
功
績
の
あ
っ
た
役
員
・
委
員
に
対
す

る
全
法
連
令
和
４
年
度
功
労
者
表
彰
及
び

県
法
連
令
和
４
年
度
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
、
当
会
か
ら
５
名
の
方
々
が
受
賞
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰

 

益
子
支
部　

篠
原　

泰
三
様

栃
木
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰

 

真
岡
支
部　

田
尻　

和
子
様

 

真
岡
支
部　

小
野　

勝
弘
様

 

市
貝
支
部　

猪
口　

又
雄
様

 

芳
賀
支
部　

齋
藤　

晃
一
様
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第
１
０
回

　

第
１
０
回

女
性
部
会
総
会
開
催　

女
性
部
会
総
会
開
催　

　
青
年
部
会

第
１
０
回
通
常
総
会
開
催

決
算
期
別
説
明
会
並
び
に

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
並
び
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出
席
い
た

だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
７
・
８
・
９
月

決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
時

会
場

令
和
４
年

８
月
２
２
日(

月)

１
４
時
～
１
５
時
３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

令
和
４
年

８
月
２
３
日(

火)

１
４
時
～
１
５
時
３
０
分

益
子
町
商
工
会

益
子
町
益
子

２
０
４
４
―
１

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
説
明
会
当
日
に
急
遽
開
催

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

　

６
月
２
３
日
（
木
）
午
前
１
１
時
か
ら

真
岡
市
台
町
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に

て
、
女
性
部
会
の
第
１
０
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
坂
真
岡
税
務
署
長
、

税
務
署
法
人
課
税
部
門
鈴
木
統
括
官
、
屋

代
上
席
、
諸
伏
法
人
会
長
を
お
迎
え
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
大
瀧
陽
子
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
令
和
３
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
の
全
議

案
を
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

　

女
性
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た
「
租
税
教
室
」
や
「
第
１
０
回
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実

施
等
、
租
税
教
育
事
業
と
各
種
研
修
会
を

通
し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
事
業

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
前
に
、
税
務
研
修
会
を
実
施
し
、

真
岡
税
務
署
の
屋
代
上
席
よ
り
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て
判
り
や
す
く
ご
説

明
頂
き
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
研
修
後
に

は
昼
食
会
に
て
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
青
年
部
会

の
第
１
０
回
通
常
総
会
は
、
去
る
７
月
８

日
（
金
）
午
後
６
時
３
０
分
か
ら
真
岡
商

工
会
議
所
「
大
ホ
ー
ル
」
で
、
諸
伏
法
人

会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
荻
野
博
志
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
令
和
３
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
の
提
出

議
案
す
べ
て
を
満
場
一
致
で
可
決
承
認
し

ま
し
た
。

　

青
年
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た
租
税
教
室
（
４
校
担
当
）
や
、
全

国
青
年
の
集
い
（
沖
縄
大
会
）
へ
の
参
加
、

真
岡
青
年
会
議
所
と
の
合
同
講
演
会
等
、

前
年
度
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
来
賓
の
諸
伏
法
人
会
長

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
総
会
を
閉
会
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
「
け
や
き
会
館
」
へ

移
動
し
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
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定
期
人
事
異
動（
令
和
４
年
７
月
10
日
付
）

真
岡
税
務
署
長

�

高
橋
　
徹

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
関
東
信

越
国
税
局
調
査
査
察
部
統
括
査
察
官
か
ら

真
岡
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
高

橋
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
石
坂
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

諸
伏
会
長
を
は
じ
め
真
岡
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
会
の
事
業
活
動
を

通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
栃
木
県
内
の
勤
務
は
二
度
目
と

な
り
真
岡
税
務
署
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

　

こ
の
度
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
真
岡
税

務
署
に
勤
務
で
き
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
う
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を

改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
事
務
年
度
も
私
以
下
二
七
名
の
職
員

で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
職
員
一
同

一
丸
と
な
っ
て
、
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政

の
推
進
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

法
人
会
は
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す

も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
納
税
意
識
の
向

上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全
な
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
組

織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
決
算
期

別
説
明
会
」
や
「
新
設
法
人
説
明
会
」
の

開
催
の
ほ
か
、「
自
己
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
を
活
用
し
た
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
向
上
へ
の
取
組
な
ど
、
活
発

な
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
、
会
員
の
自
己

啓
発
を
積
極
的
に
支
援
し
、
納
税
意
識
の

向
上
と
企
業
経
営
並
び
に
社
会
の
健
全
な

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
に
対
す
る
租
税
教
育

活
動
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
青
年
部
会
並

び
に
女
性
部
会
に
よ
る
「
租
税
教
室
」
へ

の
講
師
派
遣
及
び
女
性
部
会
を
中
心
と
し

た「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
実
施
な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
を
促
す
様
々
な
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
真
岡
法
人
会
の
皆
様
が
、

税
務
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で

あ
り
、
諸
伏
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様

方
の
卓
越
し
た
ご
指
導
の
下
、
会
員
の
皆

様
の
日
頃
の
ご
努
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
国
税
当
局
は
「
納
税
者

の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か

つ
円
滑
に
実
現
す
る
。」
こ
と
を
使
命
と

し
て
お
り
、「
適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
・

徴
収
の
実
現
」
を
図
る
た
め
、
調
査
・
徴

収
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
を
行
い
、
適

正
課
税
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
は
、
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
開
始
し
ま
す
。
税
務
署
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
納
税
者
の
皆
様
が
制
度
内

容
や
消
費
税
の
仕
組
み
を
十
分
理
解
し
、

自
ら
適
正
な
申
告
と
納
税
が
で
き
る
よ
う
、

制
度
の
定
着
に
向
け
た
広
報
・
相
談
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で

は
自
ず
と
限
り
が
あ
り
、
貴
会
の
皆
様
の

お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
税
務
行
政
の
良
き
理
解
者
と
し

て
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
真
岡
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

役
職

前
任
者

新
任
地

後
任
者

前
任
地

署
長

石
坂
和
仁
退
職

高
橋　

徹
関
東
信
越
国
税

局
調
査
査
察
部

総
務
課
長
鷲
尾
正
恵
関
東
信
越
国
税

局
総
務
部

砂
川
靖
幸
関
東
信
越
国
税

局
徴
収
部

管
理
運

営
・
徴
収

部
門
統
括

官

渡
邉
和
行
留
任

個
人
課
税

部
門
統
括

官

阿
美
昌
浩
太
田
税
務
署

印
南
和
夫
川
口
税
務
署

法
人
課
税

部
門
統
括

官

鈴
木
史
隆
関
東
信
越
国
税

局
課
税
第
二
部
鯉
沼
恭
子
水
戸
税
務
署

総
務
課
総

務
係
長

渡
部
勇
太
大
田
原
税
務
署
青
木
宣
貴
真
岡
税
務
署
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「
税
に
関
す
る
標
語
」の
募
集
に
つ
い
て

益
子
支
部

　
令
和
４
年
度

　
令
和
４
年
度

「
租
税
教
室
」開
催
　

「
租
税
教
室
」開
催
　

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本
年

度
は
８
校
担
当
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
度
は
既
に
５
校
開
催
し
て
お

り
、
講
師
は
、
青
年
部
会
と
女
性
部
会
の

部
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
小
学
校
を
担

当
。
税
金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
使
用
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
の
鑑

賞
な
ど
を
通
し
、
税
金
の
使
い
み
ち
、
役

割
等
、
解
り
や
す
く
説
明
し
、
最
後
に
一

億
円
の
現
金
レ
プ
リ
カ
（
重
さ
10
㎏
）
を

使
用
し
て
児
童
の
み
な
さ
ん
に
「
一
億
円

の
重
み
」
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

4 月 20 日（水）七井小学校（青年部会）
（講師）萩原一貴（益子）

6 月 17 日（金）芳賀東小学校（女性部会）
左から（講師）黒子孝子、渡邉佳子、松本恵子（真岡）

6 月 24 日（金）西田井小学校（女性部会）
左から（講師）松本恵子、久保法子、渡邉佳子（真岡）

6 月 21 日（火）大内中央小学校（女性部会）
左から（講師）渡邉佳子、齊藤聖子、阿久津友理子（真岡）

6 月 28 日（火）大内東小学校（青年部会）
（講師）伊澤　学（真岡）

趣
旨
・
募
集
要
領

○
我
が
国
の
景
気
は
個
人
消
費
、
非
製
造
業
を

中
心
に
緩
や
か
に
回
復
と
し
つ
つ
も
、
地
方
経

済
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
景
気
回
復
が

実
感
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
子
供
達
に
と
っ
て
も
政
治

や
社
会
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
よ
り
早
い
段
階

か
ら
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
要
領
に
よ
り
、
税
に
関

す
る
標
語
を
益
子
町
内
の
小
学
校
６
年
生
を
対

象
に
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
応
募

下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
指
導
等
を
頂
き
た
く
宜
し

く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
機
に
税
金
に
対
し
て
も
、
も
っ
と
関
心

を
高
め
「
税
金
と
は
何
だ
ろ
う
」「
何
故
、
税
金

は
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
疑
問
か
ら
税
の

大
切
さ
や
、
よ
り
良
い
税
金
の
使
わ
れ
方
、
使

い
途
等
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
や
学
校
内
で
話
し

合
う
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

記

募
集
要
領

 

１
．
募
集
対
象
者　
　
　
　

○
益
子
町
内
小
学
校
６
年
生

 

２
．
募
集
作
品　
　
　
　
　

○
「
テ
ー
マ
」　

税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何

で
も
結
構
で
す
。

○
応
募
方
法　
　

一
人
一
編
と
し
、
応
募
用
紙

に
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
及
び
学
級
を
記
入　

　
　
　
　
　
　

下
さ
い
。 

入
選
点
数
３
２
点
程

度
（
賞
状
・
記
念
品
）、
参
加
賞
全
員

 

３
．
応
募
締
め
切
り     

○
９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
益
子
町
商
工
会
内
・

法
人
会
益
子
支
部
宛

主　
　
　

催 

一
般
社
団
法
人　

真
岡
法
人

会
益
子
支
部

後　
　
　

援 

益
子
町
・
益
子
町
教
育
委
員

会
・
真
岡
税
務
署

協　
　
　

賛 

栃
木
銀
行
・
真
岡
信
用
組
合
・

真
岡
間
税
会

協　
　
　

力 

益
子
町
商
工
会
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支
部
総
会

　

６
支
部
の
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数
の
状
況
等

考
慮
し
支
部
毎
の
判
断
で
、
市
貝
支
部
は

書
面
決
議
と
な
り
ま
し
た
。
他
５
支
部
は

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
通

り
で
す
。

【
真
岡
支
部
】

　

５
月
３
０
日
（
月
）、
真
岡
商
工
会
議

所
に
て
開
催
。
３
８
名
が
参
加
。

【
二
宮
支
部
】

　

６
月
１
４
日
（
火
）
駅
前
ど
ん
と
こ
い

広
場
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
併
せ
て
税
務
研

修
会
を
実
施
。
１
５
名
参
加
。

【
益
子
支
部
】

　

５
月
２
３
日
（
月
）
ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子

に
て
開
催
。
併
せ
て
税
務
研
修
会
を
実
施
。

２
５
名
参
加
。

【
茂
木
支
部
】

　

６
月
２
日
（
木
）
大
瀬
観
光
や
な
に
て

開
催
。
併
せ
て
税
務
研
修
会
を
実
施
。
１

６
名
参
加
。

【
芳
賀
支
部
】

　

５
月
３
０
日
（
月
）
芳
賀
町
商
工
会
館

に
て
開
催
。
併
せ
て
税
務
研
修
を
実
施
。

１
５
名
参
加
。

松
田 

ひ
な 

さ
ん

芳
賀
町
商
工
会

職
場
の
花

　

本
年
の
４
月
よ
り
、
芳
賀
町
商
工
会
に

新
卒
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
芳
賀
町
物
資
納
入
協
同
組
合

を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
記
帳
指
導
業
務

な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
、
音
楽
科
で
サ
ッ
ク
ス
を
専

攻
し
て
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
に
は
、
た
く
さ
ん
の
会
員
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
名

前
と
顔
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
人
１
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
商
工
会
員

の
皆
様
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
に
、

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〒 321-3426　�栃木県芳賀郡市貝町赤羽 2919 番地 9
� 　　ＴＥＬ（0285）６８ー１４３２㈹
� 　　ＦＡＸ（0285）６８−１４１９
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総 合 建 設 業
有 限
会 社 柳 設 備 工 業

SANKYO

三京株式会社
上水道工事・下水道工事・土木工事・舗装工事・設計施工

代表取締役　　柳　浩雄
〒 321-3426　栃木県芳賀郡市貝町大字赤羽 353
　ＴＥＬ　０２８５−６８−１７０７（代）
　ＦＡＸ　０２８５−６８−３６１５

代表取締役　　飯田　庸

〒 321-3426　栃木県芳賀郡市貝町赤羽 4554-2

　ＴＥＬ　０２８５−６８−３６６１（代）

　ＦＡＸ　０２８５−６８−３６６５

　E-mail　  sankyo@cstate.ocn.ne.jp

（一社）栃木県法人会連合会

１．日  時 令和４年９月９日（金）午後１時３０分～

２．場  所 「宇都宮市文化会館 小ホール」（駐車場 500台あり）

  宇都宮市明保野町 7-66 TEL 028-636-2121

３．研 修 会

○第１部【午後１時３０分～午後３時３０分】

演 題 「消費税インボイス制度への対応」
消費税のインボイス制度の概要と対応等について経験豊富な講師が、経営者

の視点に立ってわかりやすく説明します。

   講 師 熊 王 征 秀 氏（税理士）

消費税のスペシャリストで、「消費税インボイス対応要点ナビ」（日本法令）、

「クマオーの基礎からわかる消費税」（清文社）、「クマオーの消費税トラブル

バスターⅠⅡ」（ぎょうせい）、ほか著書多数。

  ○第２部【午後３時４０分～午後４時４０分】

演 題 「中小企業のデジタル化の必要性」
企業としてデジタル化は何のために行う必要があるのか、県や国の動向を交

えながら、「デジタル化」に当たって課題やその解決方法のヒントをわかりや

やすく説明します。

   講 師 井 上 大 助 氏（栃木県総合政策部デジタル戦略課 課長補佐）

狩 野 武 将 氏（栃木県産業労働観光部産業政策課 主 査）

４．会 費 無 料（定員５００名 ※定員になり次第締め切ります）

５．申込方法 真岡法人会あてに電話（83-3477）又はＦＡＸ（83-3488）でお申込みの上

当日ご来場下さい。

  参加申込締切 ８月３１日（水） ※整理券や参加証はございません。

６．問合せ先 （一社）栃木県法人会連合会（宇都宮市鶴田２－２１－１４）

TEL 028-648-9422 FAX 028-648-9423 

会員研修会 参加申込書

法人名 氏 名

住 所 電 話

「消費税インボイス制度の対応」「デジタル化の必要性」がわかる！消費税インボイス制度の対応」 デジタル化の必要性」がわかる

会 員 研 修 会 の ご 案 内
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株
式
会
社

大
津
屋
呉
服
店
　

三
京
株
式
会
社

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
昭
和
３
６
年
に
ネ
ジ
な
ど
の
金

属
小
部
品
を
生
産
す
る
加
工
業
と
し
て
創

立
い
た
し
ま
し
た
。

　

創
立
当
初
は
ミ
シ
ン
の
ネ
ジ
な
ど
を
メ

イ
ン
に
製
造
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
５
４
年
に
本
田
技
術
研

究
所
様
の
栃
木
進
出
を
切
っ
掛
け
に
、
自

動
車
用
部
品
の
加
工
を
さ
せ
て
頂
け
る
よ

う
に
な
り
、
平
成
元
年
現
在
の
場
所
に
本

社
工
場
を
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
動
車
部
品
の
制
作
に
よ
っ
て
鉄
、
ア
ル

ミ
、
ス
テ
ン
レ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

様
々
な
特
殊
材
を
加
工
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
蓄
積
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
コ
ロ
ナ
過
で
景
気
が
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
が
、
自
社
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基

に
色
々
な
加
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
よ
り
良
い
製
品
を
作
り
続
け

る
た
め
、
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

弊
社
は
、大
正
１
０
年(

１
９
２
１
年)

よ
り
芳
賀
町
の
安
産
・
子
育
て
・
子
授
け

で
有
名
な
延
生
地
蔵
尊
の
門
前
に
て
呉
服

店
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
陰
様

で
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
日
本
の
民
族
衣
装
で
あ
る
和
服

を
扱
う
職
業
柄
、
お
宮
参
り
、
七
五
三
、

入
学
・
卒
業
、
成
人
式
、
結
婚
式
な
ど
お

客
様
の
人
生
の
節
目
で
和
服
を
着
る
機
会

に
携
わ
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

お
客
様
の
ニ
ー
ズ

と
ウ
ォ
ン
ツ
の
変

化
に
お
応
え
出
来

る
よ
う
に
自
ら
積

極
的
に
変
化
し
て

進
化
成
長
し
て
参

り
ま
す
。
着
物
の

販
売
や
レ
ン
タ
ル

だ
け
で
な
く
着
付

け
や
お
手
入
れ
な

ど
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
の
充
実
、

そ
し
て
フ
ォ
ト
ス

タ
ジ
オ
を
併
設
し

て
ヘ
ア
メ
イ
ク
や

写
真
撮
影
な
ど
き

め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
が
出
来
る
よ
う

に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
安
産
・
子
授
け
・

子
育
て
で
有
名
な
延
生
地
蔵
尊
の
門
前
の

立
地
と
言
う
事
も
あ
り
、
妊
婦
さ
ん
や
お

子
様
の
お
宮
参
り
、
七
五
三
な
ど
多
く
の

参
詣
者
の
方
々
が
弊
社
に
ご
来
店
頂
き
ま

す
。
和
服
を
通
じ
て
人
生
の
節
目
に
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
想
う
親
心
の
お
手

伝
い
、
日
本
の
伝
統
と
心
の
継
承
の
お
手

伝
い
を
通
じ
て
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る

よ
う
に
努
力
す
る
事
が
弊
社
の
地
域
貢
献

で
あ
り
永
続
的
に
発
展
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
お

り
ま
す
。


